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 事 業 名  事 業 区 間  総事業費  9.8億円  

 事業種目 
 
  中山間 
  総合整備  中山間地域 

 総合整備事業 
 朝来地区  内用地補償費    0.2億円 

 所  在  地  事業採択 
 予定年度 

 着工予定 
 年  度 

 完成予定 
 年  度 

 朝来郡朝来町  H16  H16  H20 

 事 業 目 的 事 業 内 容 

  農村振興基本計画（平成14年3月策定）のなかで 
 「人が集い交流と実りを育む個性豊かな谷づくり」 
 を掲げ、地形的条件から六つの谷が有する優位性を
 活かした地域づくりや多様な交流事業の展開に努め
 て、持続的かつ総合的な農村振興をめざしていくこ
 とを将来像として掲げている。 
  この実現に向け、本事業においては、地域固有の 
 豊かな自然環境や歴史・文化資源の保全活用に努め
 るとともに、地域の特産である岩津ネギをはじめと
 した営農組織による直売方式が確立されつつあるこ
 とから、今後、生産基盤整備の推進によって優良農
 地の保全を推進し、一層の組織強化、高付加価値農
 業を展開していく。      事業主体：朝来町 

１．農業生産基盤 
 （用排水路改修L＝3.6km、農道舗装L＝5.9km、 
  ため池改修1箇所） 

(国55%、県13%、町・地元32%)

２．生活環境基盤 
（農業集落道改修Ｌ＝0.5km、農業集落排水路
 改修Ｌ＝0.7km、公園等用地整備2箇所、 
 農村公園施設整備6箇所） 

集道・集排(国55%、県6%、町・地元39%)

用地・公園(国55%、県3%、町・地元42%)

３．生態系保全施設 
  （鳥獣害防止柵Ｌ＝11.5km） 

(国55%、県6%、町・地元39%)

 評価視点  評価結果の説明 

 (1)必要性   昭和40年代に整備され長年を経過している地域については用排水、農道などの
施設の老朽化が著しく、維持管理に苦慮している状況であり、農業従事者の高齢
化、兼業化が進む中、優良農地を保全し営農の安定化を図るうえで生産基盤の整
備が必要とされている。また、各地域資源を活かし、良好な農村環境と調和した
魅力ある地域整備を行うとともに、計画的な交流施設の整備・充実等の総合的な
取り組みを行い、農業農村の有する多面的機能の維持・保全を図る必要性がある。

 (2)有効性・効率性   生産基盤整備によって、地域性を活かした多様な営農体系が可能となり、高付
加価値農業に向けた新たな展開が可能となる。また、農村公園等の整備を行い都
市農村交流の舞台として位置づけることによって、交流人口の増加が期待でき、
地域活性化、農業振興とともに図られ、農業・農村の持つ多面的機能の維持・保
全に寄与するものである。 
  費用便益比Ｂ／Ｃ＝１．３３ 

 (3)環境適合性   本事業においては、大きく地形的改変を伴う工事はないが、農村公園の整備に
ついては、間伐材を多用するなど農村景観や周辺環境に配慮した工法を用いる。
また、本年度に但馬県民局で花と緑による豊かで魅力ある地域景観形成を目的と
した「南但馬地域景観形成構想」を策定されるため、この事業でも景観に優れた
整備を行う。 

 

 (4)優先性    平成12年5月に播但連絡自動車道朝来インターチェンジ及び道の駅フレッシュ
あさごの開設による交流人口は増加傾向にあるが、平成18年度開通予定の北近畿
自動車道による阪神間から但馬方面への人の流れが変動する恐れがあるため、個
性豊かな谷づくりを通して、早急に都市との交流を基盤とした農業振興、地域振
興を促進していく必要がある。 

 

     
 


